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『東北アコーディオン・ジャンボリー』の 

事務局代表退任にあたりまして 

 

現役時、仙台からの転勤は東京日本橋

を最初に、本厚木、青山、原宿、横浜、

渋谷、川﨑、浦和、大阪なんば、池袋、

町田、飯田橋、築地へ、更に嘱託 3 年を

経て解放された。 

ぼんやりと、リタイア後を考えていた

春先に、耳からハートへ突き刺さった音

はアコーディオンだった。 

 

最初の出会いは、トンボ楽器に聴いて

探し訪ねた教室にて、川口先生、藤浪さ

ん、菊地さん、山口さん、本荘さん、石

橋さん、松原さん、平塚さん、安藤さん、

宮久保さん、高野さん、そこは国分寺教

室で、自分はド、レ、ミ---からの始まり

で鍵盤アレルギーのところがあった。学

生時代、仙台市民交響楽団でクラを吹い

ていたので楽譜は読めた。教室のにこや

かなムードが緊張を直ぐに解いてくれ

た。 

次の出会いは、新大久保駅から近い音

楽センターへ、アコーディオン科ご担当

でボーカリストの山田さん、アコドクタ

ーの山本さんから親切にレクチャーを

受けた。 

今でも続いているのでしょうか？月

一の連絡会に集う各教室のお世話役の

方々で、セキサンこと田中さん、斎藤さ

ん、乙津さん、野呂さん、千吉良さんを

思い出せます。ユニークな人が多く楽し

い時間を過ごしながら、関東圏内のアコ

教室やサークル等のマップを知ったの

も連絡会のお陰でした。 

さらに、一段と広がり深くなる出会い

へと背中を押してくれた国分寺教室の

皆さんや、肩痛に悩んでいた恵美子さん、

言うまでもなく「関東アコーディオン演

奏交流会」の実行委員会に加入すること

になり、ご存知の池田さん、橋本さん、

乙津さん、北村さん、藤森さん、市橋さ

ん、森さん、と錚々たるメンバーが居ら

れ、自分で言うのも僭越だが、討議は真

剣で真面目、改革的で建設的、合理的に

推進され自分の性に合った実行委員会

であった。 

会議後はアングルを変えた含蓄ある

大事なミーティングが待ち構えていて、

これまた自分の性にぴたりであった。そ

れは、音楽を語り、人生を語り、お酒を

嗜む、よき友、達人に恵まれた。終電ギ

リギリまでゆかいな情報交換となり、私

にとっては胸膨らむ収穫タイムだった。 

私はこうしてアコ教室で初めての出

会いから、次つぎと出会いを重ねる機会

に恵まれて、“アコーディオン文化”を

ゲットした。 

 

実行委員会から派生した？かは定か

ではないが、バンド「アミーゴ」に憧れ

た。C／B（バンマス）の田中さん、Acco

の池田さん、中川さん、pf の橋本さん、

Gui＆Vo の神野さんご夫婦、Vi の富居

さん、Perc の佐野さん、私は Cla で参

加し、アンサンブルの魅力とエッセンス

を習得できた。 

個人的には、後になって活きた重要な

コンセプトを体験した。それは、橋本さ

んが主宰していたサークルでコーラス

の魅力を、北村さんには音楽ボランティ

アとして施設への同行体験、非公式サー

クル「ゼンザーズ」の立ち上げにアイデ

ィアを交わした仲、山口さんと青梅街道
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筋そば店でのディナーミーティング等

など、帰仙後に、町内シニアクラブ内に

「コーラス愛好会」を、また年間 10 回

位の施設へ音楽ボランティア実践、さら

にアマチュアバンドの立ち上げに繋が

るアプローチへと、思い出深い貴重な見

聞であった。 

 

やがて、よき友から授かった持ち切れ

ないほどの思い出、教訓、絆の数々を、

独り占めするのは、罪ごとである！との

思いに耽り、帰仙後間をおかず東北のア

コ先輩方々に呼び掛けをさせていただ

いた。 

かれこれ、東北アコジャン 15 年余り

を振りかえり、宮城の各地、福島の二本

松、山形、岩手、秋田、等の皆さまから

思い出とアコ友ならではの親交をいた

だいたことに心から感謝とお礼を申し

上げます。 

最後に、忘れられない熱い感謝の念を

述べさせていただきます。 

過日、東日本大震災発生の翌年に大動

脈瘤切迫の病に臥し、運よく名医に出会

い助けられましたが、術後間もない「東

北アコジャン」の開催にあたりまして、

関東アコの皆さまから人的ご支援、及び

運営資金のご配慮を預かりました。更に

同年に、音楽センターのイベント関連皆

さまからもご声援、励ましの志を拝受い

たしました。皆さまの温かいお心配りと

アコーディオンの絆に感謝し、しみじみ

と胸を熱くした次第です。この紙上をお

借りして改めて感謝お礼を申し上げま

す。 

 

このたび、宮城県内の石垣氏、千田氏

に「東北アコーディオン・ジャンボリー」

を繋いでいただくことになり、心強いこ

とと感謝しています。 

 

私こと、現在は、アマチュアバンドと、

町内のシニアクラブ「コーラス愛好会」

の伴奏を担当しています。これからも肩

こりをなだめながらアコを楽しみたい

と思っています。 

                          

2022．03．25  記 

杜の都・楽都仙台  遠藤勇 

 

 

音楽センター三多摩教室主催 第 5 回ぬくもりコンサート（2010.12.25） 

ゼンザーズの仲間と一緒に友情出演したときの遠藤さん(中央) 演奏曲は「琵琶湖周航

の歌」※遠藤さんはゼンザーズ生みの仲間でした。（写真、キャプチャは編集部） 


